先天性胆道閉鎖症術後の肝機能検査法 : ICG検査法の意義 by クボタ, アキオ & 窪田, 昭男
Osaka University
Title先天性胆道閉鎖症術後の肝機能検査法 : ICG検査法の意義
Author(s)窪田, 昭男
Citation
Issue Date
Text Versionnone
URL http://hdl.handle.net/11094/37389
DOI
Rights
< 65 >
くぽ Tこ あき お
氏名・(本籍) 2窪 田 日吉 男
学位の種類 医 品fZ, 博 士
学位記番号 第 9 3 5 6 τEゴコ
学位授与の日付 平成 2 年 10 月 5 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 先天性胆道閉鎖症術後の肝機能検査法
ICG検査法の意義一
論文審査委員 教(主査授) 岡田 正
教(副査授) 鎌田 武信 教授 岡田伸太郎
〔目的〕
先天↑剖E道閉鎖症(以下，本症)の治療成績は手術方法の確立により長足の進歩を遂げたが，本症の中
には手術後一旦黄痘消失は得られても種々の程度の肝病変が残存するものが多い乙とが知られており，乙
れが本症の長期予後を左右する重要な因子となっている。本症術後に肝の機能的評価を行う乙とは，術後
管理を円滑に行う上で極めて重要と考えられるが，適切な肝機能評価法はいまだ確立されていない。そ乙
で私は成人の肝疾患に用いられ，その有用性が認められている lndocyanine green (1 CG) 検査法
に注目し，本症術後患児にこれを行い，術後肝機能評価法としての意義を明らかにする事を考えた。
〔対象及び方法〕
当教室で肝門部空腸吻合術が行われ， 2年以上経過した 1 9例(男 8例，女 1 1 例)を対象とした。年
齢は 2 歳~8歳 4 ヶ月(平均 4 歳 9 ヶ月)であった。乙れを黄痘の有無 lとより 3 群に分類した。即ち， 1 
群(黄痘消失群=9例) :根治術後黄痘が消失し総ピリルビン値 (T B) が常に 2mg/ dl 以下を持続し
ているもの， n群(軽度黄痘群=7 例) :根治術後一旦黄痘軽減は得られたものの現在間歌的或は持続的
にTBが 2mg/dl を越えているもの， m群(黄痘持続群=3例) :根治術後黄痘が消失しなかったもの
である。最終検査時における各群のTB は I 群; 1. 0 士 0.4 mg/dl , n群; 2.4土1. 1 mg/dl , 田群
; 1 2. 6 :t3.0 mg / d 1 であった。 1CG検査は，絶食下に体重当り lmg の 1CG を 1 側上肢の静脈よ
り急速に注入し，他側上肢の動脈より経時的に採血した。血築中 1CG濃度を比色法によって測定した後，
血柴 ICG消失初速度(1 og 2 /Tl /2) を求め， 1 CG 田 K 1.0 (以下K値)として表わしたd 正常値は
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健常小児 4 4 名を用い，年齢層別に求めた。 ICG検査の他に肝の針生検，食道内視鏡検査，血清生化学
的検査を行った。臨床所見としては食道静脈宿 消化管出血の既往及び、牌腫の有無について検討した。
〔成績〕
(1)健常対照児におけるK値は加齢と共に漸減傾向を示したが，本研究の対象年齢とした 2 歳~8歳にお
ける正常値はほぼ一定値を示した。得られた結果より乙の年齢層における正常下限は健常対照児の平均値
(0.3 2 8 )ー1.5 S 0 (0. 0 9 3 )である 0.1 9 と定めた。 (2)各群における肝機能検査成績を比較する
と， 1 • n群間ではTBA ， GOT , ALP , TTT , ChE及びA Ib に明らかな差を認めた。しかし
ながら，各群における食道静脈宿，消化管出血の既往及び牌腫の発生頻度は 3 群聞で、有意差を認、めなかっ
た。 (3)各群におけるK値はそれぞれ O.2 6 2 :t O.0 7 3 , O. 1 5 0 :t O.0 6 0 及び O.0 5 4 :t O.0 1 1 を
示し，各群間にそれぞれ有意差を認めた (p< 0.0 1) 0 1 群では 9例中 2 例， n群では 7例中 4例，圃
群では 3例全例が正常下限値以下を示した。 (4)K値が正常範囲を示した 1 0 例中食道静脈癌を認めたのは
2 例で，何れも F 1. RCト)のwhite varix であったのに対し， K値が正常範囲以下を示した 9例全
例 iζ食道静脈膚 (7例が blue varix) が認められた。またK値が正常範囲にあった症例では消化管出
血の既往のあるものはなかったが K値が O. 1 9 以下の症例では 9 例中 7 例に消化管出血の既往があった。
(4)血清Alb値が 3.5 g/dl以下を示した症例は， K値が正常範囲の症例ではみられなかったのに対し，正
常以下の症例では 9 例中 5 例に認められた。また血清PA値 1 5 mg/dl 以下であった症例は， K値が正常
範囲の症例には認められなかったが， K値が正常以下の症例では全例に認められた。
〔総括〕
1.健常対照児の結果より 2歳~ 1 0 歳児におけるK値の正常下限値を O. 1 9 と定めた口
2. 胆道閉鎖症術後の黄痘消失群，軽度黄痘群及び黄痘持続群のK値はそれぞれ O.2 6 2 :t O.0 7 3 , 
O. 1 5 O:t O. 0 6 0 および 0.054 士 0.011 であった。
3. 血清TB による黄痘消失群軽度黄痘群及び黄痘持続群の分類は一般肝機能検査をよく反映していた
が，本症術後の最も重要な合併症の一つである食道静脈癌，消化管出血の発生頻度との相関は低かった。
しかし， K値が正常範囲及び正常以下の症例の聞には食道静脈宿及び消化管出血の発生頻度に有意な差
が認められた。また血清アルブミン及びプレアルブミンの低値の発生頻度もK値が正常範囲及び正常以
下の聞に有意に差がみられた。
4ICG-K値は胆道閉鎖症術後の肝の総合的機能的評価法として有用な指標である乙とが示された。
論文審査の結果の要旨
先天性胆道閉鎖症(以下，本症)は肝門部空腸吻合術の確立によって黄痘消失例が見られるようになっ
た。しかしながら本症の中には手術後一旦黄痘消失は得られでも尚種々の程度の肝病変が残存するものが
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多く，乙れが本症の長期予後を左右する重要な因子となっている。本研究においては ICG検査法に注目
し，乙れを本症術後症例 iと応用し肝機能評価法としての意義について検討を行った。そ乙でまず.小児期に
おける年齢層別正常値を確立し，次いで、本症術後患児について測定を行った。乙の結果， ICG-K値は
従来よりの黄痘の有無による分類結果とよく一致していたのみならず本症術後において大きな問題とな
る食道静脈麿或いは消化管出血などの臨床所見の有無をよく反映していた。乙れより本検査法が胆道閉鎖
症術後の肝の総合的機能評価法として有用な指標である乙とが判明した。
以上より本研究は学位を授与するに値するものと考えられる。
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